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下垂体摘出，甲状腺摘出，葡萄糖注射および

飢餓ラット睾丸の細胞学的研究

東京女子医科大学解剖学教室（主任

大学院学生緒方節
      オ     ガタ     セツ

久保田くら教授）

子
コ

（受付昭和36年10月31日）

          緒 言

 下垂体を摘出せるラット睾丸における，各精細

胞の変化についての研究は，Smith15）（1930），

Crook， Gilmour2）（！938）， Tonutti （！943）， Mess

（1952）とClemont， Morgentaler1）（1955）， De－

mpsy， GreepとDeane3）およびPerlman13♪ら

により又わが国では毛利10）（1955），峰下・他9）

（1955），および森井s）（1956）と木島4）（1958）

らによる詳細な報告がある．最近私共の教室にお

いて串田6）（1938）らによるパラビオーゼの実

験，中田11）12）（1959）の性ホルモン注射および吉

武17）（1960）のコーーチゾン注射等の実験によるラ

ット睾丸の変化における組織学的細胞学的につい

ての研究がおこなわれ，すでに多核巨大細胞およ

び遊離細胞の存在することを発表した．今回私共

は成熟ラツ5の下垂体または甲状腺を摘出したラ

ット，萄葡糖注射を施したラットおよび飢餓状態

ラット等の睾丸について細胞学的検索を試み，同

様の変化を得たので報告する．

      研究材料および方法

 材料は一定条件下（（25℃±1℃）の恒温戸棚飼育）

に飼育した体重150g～200 gの成熟ラットを使用し，

下垂体を小山のタト耳道法により摘出し，術後5日，10

日，17日，24日経過の睾丸と，甲状腺を摘出し術後5

日，12日，19日および6カ月を経た睾丸，葡萄糖プロキ

ロ5grを連日腹腔内注射し，注射開始後3日，5日，

9日，16日，23日および40日後の睾丸と飢餓状態5Hの

睾丸とについてそれぞれ鏡検した．

 研究方法は，上記実験ラット睾丸の副章を屠殺後速

かに摘出し，10％ホルモール，Zenker・ホルモール，

Champy氏液およびLevi氏液にて固定し， Parrathn

切片または凍結切片を作製し，ヘマトキシリン・エオジ

ン，Heidenhain氏鉄ヘマトキシリン染色，過沃素混
一Schiff反応（以下：P A S反応と略記する）， Azan染色

を施し，また一方Smith－Dietlich氏法による脂肪染色，

チオニン染色，ピロニン・メチールグリンによる核酸染

色を行なった．なお下垂体摘出実験例については屠殺後

開頭し下垂体が完全に摘出されているもののみを実験に

供した．

         研究結果

  （1） 下垂体摘出例

 下垂体摘出後5日ですでに精細管に軽度の縮小

が認められ，液胞，精細胞の分裂像の減少，精細

管内の成熟精子の減少および多核巨大細胞の認め

られる精細管が存在するが，正常と思われる精細

管も多数存在する．

 Sertoli氏細胞の細胞形質内には，比較的小さ

い脂質願粒が基底膜に接して認められた。またP

AS反応に陽性の小頼粒もわずかに存在する．

 多核巨大細胞は，1～5個の偏心性の核を有し

細胞の形は膨化した2～5個の細胞が融合した如

く不規則で，精細管の直壁に沿って又は内腔中

Setsuko OGATA （Depatment of Anatomy， Tokyo Women’s Medical College）： Cytological studies on t．es－

tes the hypophysectomized， thyroidectomized， glucose－injected and starved rats
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に遊離して存在する．微細顯粒状の細胞形質は明

るく，崩解した核と思われる像，または分裂中の

核を認める．Golgi装置，1 Mitochondria等の細

胞内小器管は認められず，：PA．S反応に対し陰性

である．

 下垂体摘出後10日例では，精細管の縮小が著明

で精細胞の排列の乱れた管が多く認められる．し

かし成熟精子の認められる精細管もわずかに残存

する．脂質幅広は下垂体摘出5日例よりはるかに

多量且つ粗大なものが基底膜に接して認められ

る．多核巨大細胞も下垂体摘出後5日例よりも巨

大なものが多量に存在する．精祖細胞および精母

細胞の層には比較的変化の少ない糟細管が多く，

程度の差はあるが精細胞の扁額の乱れの強い管腔

に精子細胞と思われる遊離細胞を認める．時には

精母細胞，精子細胞の両細胞が混在し，遊離した

精細管も認められる．しかし遊離細胞が多数存在

する精細管には頭部のみで，尾部の認められない

精子がSertoli氏細胞に摂食されている像がしば

しば認められる．

 下垂体摘出後17H例では，精細管の縮小は摘出

後10日例と大差は認められない1精細胞の排列の

乱れは摘出後10日例よりも高度で大部分の精細管

が遊離細胞を有し，脂質穎粒，多核巨大細胞も10

日例の如き粗大なものが存在する．その他摘出後

山7日例ではSertoli氏細胞に無しい萎縮化が認め

られる・すなわちSertoli膠細胞の多くは星型を

呈し核および細胞形質の濃縮をきたし，細胞形質

内には2～3個の大きな脂質細粒が認められる．

Sertoli氏細胞に濃縮をきたすところの精細門

中の精祖細胞および精母細胞等にもまた濃縮化が

みられ，このような精細管には精子細胞は全く消

失し，精子は変形し頭部のみで尾部は認められな

い，下垂体摘出24日例では，精細管の縮少は17日

よりわずかに恢復がみられるが精細胞の排列の乱

れた精細管は多量に存在する．また多核巨大細胞

も多量で一つの細胞内で核の崩解像を認め，また

一方核分裂像をも認めることもある．しかしなが

ら精祖細胞層に正常と思われる細胞分裂を示す精

細管が認められる．

 （2） 甲状腺摘出例

 甲状腺摘出5日例では，精細管の膨化が強く各

精細胞も膨化状態を呈し多くの精細管内に大小の

液胞，巨大細胞および遊離細胞等の存在をみとめ

したがって精子形成の減退の傾向が認められる．

 甲状腺摘出12日例では精細管の膨化は更に高度

となり成熟精子は認められず精子形成は阻止され

つつある．内腔に遊離する細胞中に液状の分泌物

様の物質が認められる．

 甲状腺摘出19日例では，精細管の膨化は最：早認

められず逆に縮小が認められる．精子および精子

細胞の存在する精細管の少ないことは甲状腺摘出

後5日例と12日例に同様である．また多核巨大細

胞，大小の液胞，脂質酒面も多：量に認められる．

 甲状腺摘出後6ヵ月例では，精細管は対照例に

比して萎縮状態を呈する．多核巨大細胞，遊離細

胞，脂質顯粒等が認められることは前例と同様で

あるが，多核巨大細胞により内心が満たされた精

細管が認められる．その他面に空胞を有するいわ

ゆるLochkernの精細胞を認める精細管も存在

する．なおわずかながら精祖細胞の分裂が盛んに

行なわれ成熟精子が管腔に面して並ぶところの正

常と思われる精細管も認められる．脂質頬粒に特

に変動は認められなかった．

 （3） 葡萄糖注射例

 葡萄糖注射実験例でも初期には精細管の膨化を

きたすが注射日数を重ねるに従い精細管は萎縮状

態を示す傾向が強くなる．またSerto1i氏細胞形

質内における：PAS反応に陽性を示す山廊も注射

日数の増加に従い増量：した．

 糖注射3日例では，対照例に比しわずかに精細

胞の膨化が認められる，：PAS反応を施した結果

は対照例と変らず，Sertoli氏細胞の基底部にP

AS陽性の微小雨粒がわずかに認められるのみで

あった．精祖細胞，精母細胞，精子細胞に画面は

認められない．

 糖注射5日例では，3日例より精細管の膨化は

や～強く下垂体摘出例，甲状腺摘出例と同様に液

胞，遊離細胞および多核巨大細胞の出現が認めら
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れた．脂質穎粒の大きさは此較的小さくSertoli

氏細胞形質内に存在する．多くの精細管は精子細

胞と思われる遊離細胞によって満たされ，すな

わち精子形成の減退を来たしているかの如くであ
る．

 糖注射9臼例では5日例よりなお精細管の膨化

は強く精細管の内腔は液胞により満たされ精細胞

の排列の乱れも強く，また細胞間の間隙が大であ

る．Sertoli氏細胞中に認められる脂質類粒は，

糖注射5日例よりもやs大きくかつ多量である．

聴衆細胞層には軽度の萎縮をみる．精母細胞層に

は多核巨大細胞が認められ精母細胞，精子細胞の

認められない精細管が多く存在し精子はほとんの

ど精細管に存在しない．遊離細胞としては比較的

大きくかつ無構造の細胞が認められる．

 糖注射16日および23日例では，精細管の変化は

糖注射9日例とほとんど変らない．しかし注射日

数16日を限界として逆に精細管の萎縮を示した．

またSertoli氏細胞も注射日数23日例では，下垂

体摘出10日以後の例に認められたと同様の萎縮を

呈する．脂質顯粒は特に変動なく：PAS反応陽性

の五竜は萎縮したSertoli氏細胞中には認められ

ない。

 糖注射40日例では，精細管に強度の萎縮が認め

られ，また濃縮したSertoli氏細胞の増加と巨大

なる液胞が存在するのに反し，精祖細胞，精母細

胞等がほとんど認められないところの精細管が多

く，したがって精子形成は阻止されていると考え

ちれる．

  （4） 飢餓1犬態5日｛列

 飢餓状態のラット睾丸においても多核巨大細胞

および遊離細胞の出現をみることは下垂体摘出実

験，甲状腺摘出実験および糖注射実験等における

各回と同様である．しかし精細管の著明なる萎

縮，Sertogi氏細胞の変化および精子形成異常に

’ついては特に所見を認め得ないが軽度の晶質の減

少がある．

        総括および考按

  （1）下垂体摘出実験例について

 精細胞の変化すなわち精子形成について，対照

例においては精母細胞層はもとより精祖細胞層に

も多くの細胞分裂が認められ，精子形成が極めて

活発に行なわれていることが推察される．一：方下

垂体摘出後5H例では精細管の萎縮が認められ，

また正常の細胞分裂は減少の傾向を示し染色体の

癒合の強い異常核分裂が認められる．すなわち異

常核分裂による細胞質の不分離の結果生ずると考

えられる多核巨大細胞の出現が，対照寵すなわち

正常ラット睾丸に認められるよりも頻度が高く，

しかも多量に認められ，下垂体摘出の術後口数を

増すに従い増量した．

 遊離細胞は，精細胞の排列異常の結果生ずるも

のと考えられ，下垂体摘出後5日例ではほとんど

認められないが術後10日例では精子細胞の遊離し

たものが多く，術後17日，24日例では精母細胞の

遊離しているのが認められる．

 なお術後17日，24日例ではSerto工i氏細胞の濃

縮が著明になるとともに精祖細胞，精母細胞も濃

縮状態を呈し，精子細胞および精子が全く消失し

た糖細管が認められる．

 またSertoli氏細胞中に認められる脂質穎粒は

術後5日の例では小さなものがわずかに認められ

るが，術後日数の増加に従い粗大となり，かつ増

量するのが認められる．また：PAS性陽穎粒の著

変は認められなかった．

 下垂体摘出後のラットの精細管の細胞単的研究

については，Smith15）（1930）， Crooke， G三1mo－

ur2） （1938）， Tonutti （1943）， Clermont．， Mo－

rgentalerユ）（1955）らによる詳細なる報告があ

る．すなわちSmithは下垂体の摘出により精細

管に萎縮状態をきたすが摘出後数ヵ月を経た精細

管に精祖細胞分裂を認めたことを記載し，CrOo－

ke， Gllmourは下垂体め摘出が精母細胞の数の

減少と，精子形成阻止とを惹起し精母細胞，三二

細胞に脂肪変性および濃縮が認められたことを述

べている．またClermont， Morgentalerはこの

ような精子形成の阻止状態を量的に表現し，下垂

体摘出後工5日には全く成熟精子の消失が認められ

るが下垂体摘出後61日に至っても変性した精母細
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胞の4％は精子細胞に変化し，更に変形を続ける

が，完：全なる成熟精子にまでは至らないと述べて

いる．私共の実験では下垂体摘出後24日までしか

追求できなかったが，精血細胞はもとより精母細

胞の分裂像，わずかの精子細胞と変形した精子と

を認める精細管の存在を知った．すなわちCler－

montらのいうごとく精子形成の前段階までの変

態は下垂体の前葉に関係なく行なわれているもの

》ようである．またSertoli氏細胞の濃縮と脂質

顯粒の増：量することを認めた．

 （2） 甲状腺摘出実験例について

 成熟雄性ラツFの甲状腺摘出を行なった奇型下

垂体摘出と同じく精子形成の異常を認めた．すな

わち術後5日では各精細胞に膨化がみられ精細管

も膨化している．大小多量の液胞が存在し多核巨

細胞を認める精細管，または精母細胞，精子細胞

の遊離した精細管も存在した．このような精細管

には成熟精子は認められなかった．甲状腺摘出後

日数が増加するにしたがい精細管の膨化は正常に

もどり精子形成も恢復を示すが，正常の精細管よ

りもやや高度の萎縮状態を呈するものも認められ

た．

 甲状腺摘出により下垂体中の性腺刺戟ホルモン

の減少をみたとの実験がContopOulosその他

（1958）によりおこなわれているが，この実験が

妥当であるなら精子形成の減退することもまた当

然である．

 （3）葡萄糖注封例および飢餓例

 成熟雄性ラットの腹腔中に葡萄糖を二日注射し

た睾丸組織は，内分泌器物としての下垂体と甲状

腺とをそれぞれ摘出した結果と同様に，精子形成

の減退，すなわち精母細胞の異常分裂による多核

巨大細胞，遊離細胞の存在，精子の消失が認めら

れる．また注射日数の増加にしたがい甲状腺摘出

の例と同様に，始めは精細管の膨化が強く，後に

i萎縮を来たし，Sertoli細胞濃縮も認められる．

特に糖注射40旧例では精細管内には星状に萎縮し

たSertoli細胞の増量が認められた．

 飢餓例でも同様に多核巨大細胞および遊離細胞

の出現をみた。また軽度の問質の減少も認められ

る．

 戸田は老ラット睾丸に巨態細胞の出現を記載

し，森棟は幼若ラット睾丸，老ラツF睾丸，飢餓

ラット睾丸および同種のラット睾丸乳剤を注射せ

るラツF精細管中に巨大細胞の出現することを述

べている．Selyeは睾丸，副睾丸の退行はSyst－

emic Stressに曝露された時に特に著しいと述

べ，Systemic Stressとしては外傷ショック，

物理的作用（暑熱，寒冷，X線），食事の影響（過

食，飢餓）等をあげており，Stressが長期にわた

ると精細管内には多数の多核巨大細胞とSertoli

細胞とが認められ，成熟精子は特に影響を受けや

すいと述べている．

 われわれの行なった実験のいずれにも多核巨大

細胞および遊離細胞の出現をみたが，勿論この所

見をStressのみで説明づけようとするのは困難

で，更に種々の実験を加えて行なわねばならぬと

考える．

          結 語

 以上，下垂体摘出ラット，甲状腺摘出ラット葡

萄糖注射を施したラットおよび飢餓状態ラットの

各睾丸の細胞学的観察を試み，つぎの所見を得た．

 1）下垂体摘出ラット例では，精細管の萎縮は

術後日数の増加とともに強くなり，精細胞の排列

の乱れも増す．すなわち精上皮中に精母細胞の分

裂異常によって生じたと思われる多核巨大細胞が

多数認められ，管腔には精母細胞又は精子細胞の

遊離を認めた．また精細管の基底膜に沿って粗大

な脂質穎粒が認められる．以上の変化は術後17日

において最も強いが，精一細胞は術後24日目至っ

てもなお細胞分裂像が認められ，変形して尾部を

消失した精子の存在を認めた．

 2） 甲状腺摘出ラット例では，精細管は大小の

液胞によって満たされ，精細管は膨化している．

しかし術後19日になると逆に精細管は萎縮し，術

後6ヵ月では精子形成障害が認められる精細管と

正常の精細管とが混在する．精子形成の抑制され

た糟細管に多核巨大細胞遊離細胞の存在すること

は下垂体摘出例と同様である．

一 594 一
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 3）葡萄糖注射例では，注射日数16日までは精

細管の膨化を認めるが後萎縮をきたし1同様に多

核巨大細胞および遊離細胞の存在が認められる．

注鮒日数40日の精細管内においては萎縮した精綿

細胞，糟母細胞およびSertoli細胞のみで精子が

全く認められない．

 4）飢餓状態のラット例にも多核巨大細胞およ

び遊離細胞等を認めるが精細管の萎縮又は膨化，

精子形成障害等は特に認められなかった．

 5）上記の各実験に認められた多核巨大細胞

は，精母細胞の分裂異常の結果生ずるものと思わ

れ，1～5個の核を有し，細胞の形は膨化した2

～1T個の細胞が融合したかのごとく不規則で，細

胞質は微細頼粒状で明るくMitochondria， Golgi

等は不副次で認め難い．また：PAS反応は陰性で

ある．

            え 6）遊離細胞としては精子細胞が最も多く，時

には精母細胞も遊離する．しかし葡萄注射例では

大きな無構造の遊離細胞を認める．

 7）一般に精子形成障害が強度になると，Ser－

toli膠細胞はあたかも星状に萎縮し，かつ増量す

る傾向が認められる．特に葡萄糖注射40日に至っ

た例では精細管はほとんど萎縮したSertoli細胞

により占められていた．

 （稿を終るにのぞみ，終始御指導いたX“きました久

保田教授に深謝いたします）．
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         付図説明

第1図×100，対照例における精細管．

第2図×100，下垂体摘出後5日例．軽度に縮小し
   た精細管．遊離細胞の認められる精細管も存

   在する．

第3図×100，下垂体摘出後！0日例．著明な萎縮が
   認められる精細管．

第4図×900，下垂体摘出後10日例に認められる多
   核巨大細胞．

第5図×900，下垂体摘出後24日例に認められる多

   核巨大細胞．

第6図×100，甲状腺摘出後19日例に認められる膨
   化した精細管．脂質穎粒も壁に接して存在す
    る．

第7図×900，甲状腺摘出後19日例に認められた多
   核巨大細胞と液胞．

第8図×900，甲状腺摘出後6ヵ月例に認められる
   萎縮したSertoli細胞と粗大な脂質穎粒．精
   母細胞にはMitoseが認められる．

第9図×100，葡萄糖注射9日例における膨化した
   精細管．

第10図×400，葡萄注射9日例．精細胞は融合し
   Sertoli細胞には脂質：頼粒の存在が認められ

    る．

第11図×900，葡萄注射9日例に認められる遊離細
   胞．
第12図×400，葡萄糖注射23日向．精細胞は排列に

   乱れを来たし細胞間隙の増大が認められる．

第13図 ×900，下垂体摘出後10日例における遊離細

   胞．精母細胞，精子細胞の混在を認める．

第14図×900，下垂体摘出後17日例における遊離細
   胞．遊離細胞中に脂質穎粒を認める．

第15図×400，葡萄糖注射40日例，精細管内は萎縮
    したSertoli細胞とわずかの精母細胞によつ
   て満たされる．

第16図 ×400，同じく糖注射40日例．精細管内は大

   小の液胞により満たされ萎縮したSertoli細
   胞が認められる．
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